
8ケタの例示
[1]学部／大学院 [2]学科・専攻  例：ミクロ経済学Ⅰの場合・・・EEA̲1A21

キャリア教育科目 C E E Ａ̲ 1 A 2 1
教職科目 T [1]学部／大学院 [2]学科・専攻 [3]分野（2ケタ） [4]レベル [5]整理番号 [6]単位数 [7]使用言語

教養教育 L
学部・学科共通科目（経済） Ｘ 学部 学科 学生便覧：分野 学生便覧：レベル（配当年次） レベルごと整理番号 各科目単位数 1：日本語のみ
経済学科 E   ※2ケタ表示 ※A~Zを使用 1・2・3・4 2：日本語及び英語

経営学科 B （例） 3：英語のみ 

地域システム学科 R 経済・人間・人文 4：日本語及び英語以外の言語

学部共通科目（人間） Ｙ  A̲
スポーツ学科 S  B̲
こども学科 K  C̲
学部共通科目（人文） Ｚ
国際文化学科（比較文化コース） I 教養 学生便覧の「分野」 ナンバリングの[３]分野
国際文化学科（グローバルイングリッシュコース） G 総合（演習） 0X

大学院 G 経営戦略研究科 G 総合（講義） 0Y

情報学 0

[3]分野 2ケタ表示 哲学 10

・『学生便覧』に表記されている「分野」  歴史・地理 20

   例：経済学部・人間科学部・人文学部の学生便覧記載の各「分野」A・B・C・D・E・・・の表記の後に、̲（半角ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰ）を付して2ケタとする。 政治・経済 3X

   例：共通教育科目群（教養教育科目）については日本十進分類法にもとづく2ケタ表記とする。 社会・文化 3Y

自然科学 40

[4]レベル 生活科学 50

・配当年次：1〜4 （「カリキュラム・ツリー」と『学生便覧』では「レベル」に相当するが、ここでは配当年次で表記している。） 芸術・美術 7X

・大学院：5 健康・スポーツ 7Y

言語 80

[5]整理番号 A〜Zを使⽤ 文学 90

・『学生便覧』の「レベル」ごとの「番号」と一致させる。 英語 8X

初修外国語 8Y

[6]単位数 留学関連科目 0Z
 1 ／ 2 ／ 3 ／ 4  ［7］使用言語の種別

1：日本語のみ
[7]使用言語 2：日本語及び英語
 1 ／ 2 ／ 3 ／ 4  3：英語のみ 

4：日本語及び英語以外の言語

ない

80（82中国語、84ドイツ語、85フランス語、86
スペイン語、88ロシア語）

80（83英語）

70

50（59生活科学）

40

30（36社会 38風俗 教育 ⺠俗学）

90

80

70（78スポーツ、体育）

30（31政治、33経済）

20

10

0

人間科学部 H

人文学部 I 日本十進分類区分（番号）

ない

ない

【ナンバリング】
・「ナンバリング」は、授業科目に番号を付し、学修の段階や順序、授業科目間の関係性等を表し、教育課程の体系性を明示する仕組みです。
・本学の科目ナンバリングは、各科目ごとに「学部／大学院」「学科／専攻」「分野」「レベル」「整理番号」「単位数」「使用言語」を表す８桁の番号を付してあります。

共通教育科目群 A

経済学部 E


